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令和７年度一般会計補正予算な どを原案どおり可決したほか、令和６年
度各会計決算認定は、決算審査 特別委員会を設置付託し閉会中の継続

審査とする

提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
と
質
疑

富良野市議会だより 2

令和７年第３回定例会が、９月９日から24日までの16日間で 開かれ、各議案の審議が行われました。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

５
億
８
８
３
万
６
千
円
を
増
額

東
山
支
所
運
営
管
理
費

（
施
設
修
繕
料
）　
　
　

２
８
万
４
千
円

事
業
内
容

経
年
劣
化
に
よ
り
不
具
合
が
生
じ
て

い
る
自
動
ド
ア
セ
ン
サ
ー
を
交
換
す
る
。

問

２
ヶ
月
以
上
前
か
ら
故
障
し
て

お
り
、
専
決
予
算
に
し
な
か
っ
た
理
由

と
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
要
す
る
か

問
う
。

答

設
置
業
者
と
相
談
し
、
取
替
え

も
含
め
調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、
積
算

金
額
が
算
定
で
き
ず
に
補
正
予
算
対
応

と
な
っ
た
。
年
内
の
完
成
を
目
指
す
。

こ
ど
も
計
画
策
定
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
５
万
２
千
円

事
業
内
容

富
良
野
市
こ
ど
も
計
画
策
定
に
要
す

る
事
業
費
。

問

講
演
会
の
受
講
対
象
者
と
開
催

時
期
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
を
問

う
。

答

講
演
会
の
対
象
者
は
、
子
ど
も

子
育
て
会
議
・
庁
内
検
討
委
員
会
の
委

員
、
市
職
員
、
子
ど
も
に
関
係
す
る
事

業
所
、
市
議
会
議
員
を
想
定
し
て
お
り
、

時
期
は
、
令
和
８
年
１
月
下
旬
か
ら
２

月
末
の
間
で
調
整
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
対
象
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
全
員
、
39
歳
ま
で
の
若
者
の
う
ち

１
３
０
０
件
の
抽
出
者
と
、
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
保
護
者
の
全
世
帯
と
し
、

若
者
と
保
護
者
は
郵
送
に
て
行
う
。

問

通
信
運
搬
費
の
ア
ン
ケ
ー
ト
発

送
経
費
が
３
１
０
０
件
、
こ
ど
も
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
料
の
こ
ど
も
・
若

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
分
析
が
約

４
５
０
０
件
と
の
違
い
と
、
計
画
の
策

定
時
期
を
問
う
。

答

郵
送
の
必
要
が
あ
る
方
は
、
若

者
と
保
護
者
世
帯
で
あ
る
た
め
、
総
件

数
と
違
う
。
計
画
策
定
は
、
２
ヶ
年
の

作
業
と
し
、
令
和
８
年
度
内
の
策
定
と

し
て
い
る
。

年
末
年
始
救
急
医
療
事
業
費

１
２
２
万
５
千
円

事
業
内
容

人
件
費
及
び
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
業
務
委
託
料
を
見
直
す
も
の
。

問

予
算
計
上
の
背
景
と
何
日
分
の

委
託
料
に
な
る
か
を
問
う
。

答

平
成
18
年
以
降
の
改
定
が
な
く
、

現
状
に
合
わ
せ
た
医
師
、
看
護
師
、
事

務
員
等
人
件
費
を
主
と
し
た
算
定
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
12
月
30
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
の
５
日
間
の
委
託
料

と
な
る
。

母
子
保
健
事
業
費　
　

４
０
万
６
千
円

事
業
内
容

新
た
に
５
歳
児
健
診
に
取
り
組
む
。

問

10
月
か
ら
開
始
と
す
る
経
緯
と

健
診
の
内
容
を
問
う
。

答

令
和
５
年
か
ら
委
託
先
と
協
議

を
進
め
、
本
年
６
月
頃
に
整
備
が
整
い
、

少
し
で
も
早
く
進
め
る
た
め
年
度
途
中

と
な
っ
た
。
内
容
は
、
問
診
と
身
体
計

測
、
屈
折
検
査
、
集
団
遊
び
の
中
の
観

察
、
診
察
、
個
々
の
専
門
相
談
。

問

４
月
か
ら
９
月
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
予
定
を
問
う
。

答

御
希
望
の
月
に
検
診
を
実
施
す

る
予
定
。

死
亡
獣
畜
取
扱
場
運
営
管
理
費

９
４
万
８
千
円

事
業
内
容

南
麓
郷
の
市
有
林
地
内
に
、
死
亡
獣

畜
取
扱
場
を
拡
大
設
置
す
る
も
の

問

当
初
予
算
に
加
え
追
加
補
正
す

る
理
由
を
問
う
。

答

設
計
内
容
を
再
精
査
し
、
当
初

見
込
よ
り
掘
削
面
積
を
広
げ
る
必
要
性

が
あ
る
と
判
断
、
ま
た
、
設
計
積
算
単

価
の
改
訂
に
よ
り
工
事
費
用
が
上
昇
し

た
た
め
。

９
月
定
例
会

9 月

定例会

令和７年度一般会計補正予算な どを原案どおり可決したほか、令和６年
度各会計決算認定は、決算審査 特別委員会を設置付託し閉会中の継続

審査とする
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令和７年第３回定例会が、９月９日から24日までの16日間で 開かれ、各議案の審議が行われました。

富
良
野
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

改
正
内
容

富
良
野
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

付
属
宿
泊
施
設
の
利
用
料
金
の
う
ち
、

宿
泊
料
の
規
定
を
改
め
る
。

問

改
正
に
よ
り
市
民
が
使
い
に
く

く
な
る
状
況
に
な
ら
な
い
か
を
問
う
。

答

年
間
延
泊
数
に
占
め
る
市
民
利

用
の
割
合
は
４
％
程
度
の
状
況
で
あ
る
。

市
民
は
親
類
や
友
人
等
と
利
用
す
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
一
室
複
数
名
利
用
の

場
合
、
市
民
に
も
利
用
し
や
す
い
価
格

設
定
を
意
識
し
て
い
く
。

【
追
加
議
案
】

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
９
５
８
万
２
千
円
を
増
額

道
路
維
持
補
修
事
業
費

１
９
４
０
万
円

改
正
内
容

９
月
２
日
及
び
９
月
13
日
か
ら
14
日

に
か
け
て
の
大
雨
被
害
に
よ
る
市
道
の

補
修
及
び
復
旧
費
。

問

道
路
維
持
補
修
委
託
料
と
工
事

用
材
料
費
の
積
算
根
拠
と
内
訳
を
問
う
。

答

被
害
を
受
け
た
延
長
等
を
確
認

し
、
単
価
契
約
と
な
っ
て
い
る
委
託
料

を
積
算
、
大
枠
で
今
回
で
の
復
旧
と
今

後
の
見
込
み
で
計
上
、
工
事
用
材
料
費

に
つ
い
て
も
、
砂
利
等
の
必
要
量
を
検

討
し
、
計
上
、
当
初
予
算
分
と
合
わ
せ

て
対
策
し
て
い
く
。

●次の委員会は議長の許可を受け、閉会中、次のとおり事務調査を行います。

事務調査申出及び都市事例調査の申出について

［事務調査申出］

委 員 会 名 調査番号 調査件名

市民福祉委員会 調査第４号 多文化共生社会の推進について

●各委員会では、議長の許可を受け、閉会中、次のとおり事務調査を行います。

［事務調査申出］

委 員 会 名 調査件名 調査地 調査日

総務文教委員会 ＤＸの推進について 釧路市・上士幌町 10 月下旬

経済建設委員会 道路の維持管理計画と道路交通における安全対策について 北見市 10 月下旬

令和６年度決算審査
特別委員会を設置しました

　令和６年度一般会計外各会計決算が、監

査委員の審査を受け、認定を受けるため

第３回定例会に提案されました。

　決算審査のため、議長と議会選出監査委

員を除く議員 14名による特別委員会を設

置し、閉会中の継続審査としました。

　なお、９月９日の本会議終了後に委員会

を開き、委員長に家入茂委員、副委員長に

佐藤秀靖委員を選出しました。

　また、９月 24日の定例会閉会後に審査

日程及び審査資料検討を行い、総括説明を

受けました。

　審査日程は、次のとおりです。

【各所管審査日程】

10 月 31日（金）保健福祉部、看護専門学校、

経済部、ぶどう果樹研究所

11月４日（火）建設水道部、教育委員会

11月５日（水）市民生活部、総務部、

歳入総括

９
月
定
例
会
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令和７年　第３回　富良野市議会定例会議決結果表
令和7年9月9日～9月24日（16日間）

議案番号 事　　　　件　　　　名 議決月日 議決結果

議案第　１号 令和７年度富良野市一般会計補正予算（第８号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　２号 令和７年度富良野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　３号 令和７年度富良野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　４号 令和７年度富良野市水道事業会計補正予算（第１号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　５号 令和７年度富良野市下水道事業会計補正予算（第１号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　６号 令和７年度富良野市ワイン事業会計補正予算（第１号） 9月24日 原 案 可 決

議案第　７号 富良野市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 9月24日 原 案 可 決

議案第　８号 富良野市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について 9月24日 原 案 可 決

議案第　９号 富良野市相談支援センター設置条例の一部改正について 9月24日 原 案 可 決

議案第１０号 富良野市農村環境改善センター設置条例の一部改正について 9月24日 原 案 可 決

議案第１１号 富良野市水道事業給水条例等の一部改正について 9月24日 原 案 可 決

議案第１２号 富良野市表彰条例に基づく表彰について 9月 9日 原 案 同 意

議案第１３号 富良野市公平委員会委員の選任について 9月 9日 選 任 同 意

議案第１４号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 9月24日 原 案 可 決

議案第１５号 令和７年度富良野市一般会計補正予算（第９号） 9月24日 原 案 可 決

議案第１６号 議員の派遣について 9月24日 原 案 可 決

認定第　１号 令和６年度富良野市一般会計歳入歳出決算の認定について 9月 9日

特別委員会

設 置 付 託

継 続 審 査

７ 件

認定第　２号 令和６年度富良野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 9月 9日

認定第　３号 令和６年度富良野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 9月 9日

認定第　４号 令和６年度富良野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 9月 9日

認定第　５号 令和６年度富良野市水道事業会計決算の認定について 9月 9日

認定第　６号 令和６年度富良野市下水道事業会計決算の認定について 9月 9日

認定第　７号 令和６年度富良野市ワイン事業会計決算の認定について 9月 9日

報告第　１号 令和６年度健全化判断比率について 9月 9日 報 告 済

報告第　２号 令和６年度資金不足比率について 9月 9日 報 告 済

報告第　３号 株式会社富良野振興公社の経営状況について 9月17日 報 告 済

報告第　４号 株式会社ふらの農産公社の経営状況について 9月17日 報 告 済

報告第　５号 一般財団法人富良野市農業担い手育成機構の経営状況について 9月17日 報 告 済

報告第　６号 株式会社空知川ゴルフ公社の経営状況について 9月17日 報 告 済

報告第　７号 専決処分報告について（令和７年度富良野市一般会計補正予算（第５号）） 9月 9日 原 案 承 認

報告第　８号 専決処分報告について（令和７年度富良野市一般会計補正予算（第６号）） 9月 9日 原 案 承 認

報告第　９号 専決処分報告について（令和７年度富良野市一般会計補正予算（第７号）） 9月 9日 原 案 承 認

意見案第１号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 9月24日 原 案 可 決

意見案第２号
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元など教育予算拡充とゆたかな

学びを求める意見書
9月24日 原 案 可 決

その他会議に
付 し た 事 件

発議　議員の派遣について 9月24日 決 定

所管事項に関する委員会報告

　・事務調査報告（総務文教） 9月 9日 継続調査

　・事務調査報告（市民福祉） 9月 9日 報 告 済

　・事務調査報告（経済建設） 9月 9日 継続調査

監査委員報告

　・例月出納検査結果報告（令和６年度５月分、令和７年度５月分～７月分） 9月 9日 報告済４件

令和６年度富良野市教育行政評価報告 9月 9日 報 告 済

閉会中の所管事務調査について（市民福祉） 9月24日 許 可

閉会中の都市事例調査について（総務文教、経済建設） 9月24日 許 可 ２ 件

議
決
結
果
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一般質問
令和７年第３回定例会において７人の議員が一般質問を行いました。

文責は、質問者にあるものとして、質問・答弁の要旨を掲載しております。

富良野市議会のYouTube チャンネルでは、議案質疑や

一般質問など、本会議のすべてを視聴できます。

左のＱＲコードを読み込むとサイトに接続できます。

質問者が収録されている動画のタイトル、動画上で質問が開始される時間は下記のとおりです。

・富良野市議会 議会中継1（令和７年９月17日）

佐藤　秀靖 議員 05分 20秒 ごろ

松下　寿美枝 議員 1時間 04分 30秒 ごろ

・富良野市議会 議会中継 2（令和７年９月17日）

橋詰　亜咲美 議員 00分 20秒 ごろ

坂口　邦夫 議員 32分 00秒 ごろ

宮田　均 議員 1時間 19分 10秒 ごろ

・富良野市議会 議会中継（令和７年９月18日）

大栗 民江 議員 00分 40秒 ごろ

大西 三奈子 議員 35分 10秒 ごろ

ここが聞きたい！

当
初
提
案
さ
れ
た
技
術
の
破
綻
に
つ
い

て
の
庁
内
で
の
検
証
に
つ
い
て

問

事
業
検
討
初
期
段
階
か
ら
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
提
案
さ
れ
た
内
容
を

採
用
す
る
ま
で
の
過
程
が
適
切
で
あ
っ

た
の
か
公
平
性
・
妥
当
性
・
信
頼
性
に

照
ら
し
て
の
検
証
は
行
っ
た
か
伺
う
。

答

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
事

業
者
選
定
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
や
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
適

切
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
地
方
自

治
法
で
は
随
意
契
約
と
し
て
い
る
。

選
考
課
程
に
つ
い
て
疑
義
を
持
た
れ

な
い
よ
う
手
順
の
検
証
を
公
開
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答

事
業
検
討
段
階
で
は
水
素
発
電
の

実
装
事
例
の
視
察
や
様
々
な
情
報
収
集

の
他
、
民
間
企
業
か
ら
広
く
企
画
提
案

を
い
た
だ
く
た
め
水
素
発
電
に
限
ら
ず

多
様
な
技
術
を
用
い
た
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
導
入
の
た
め
の
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
と
し
た
。

手
順
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
な
ど
で

答
弁
し
て
い
る
こ
と
で
公
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問

当
初
提
案
技
術
の
破
綻
で
審
査
の

信
頼
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
提
案
内

容
を
審
査
会
で
説
明
を
受
け
て
判
断
し

て
い
る
。

問

当
初
提
案
技
術
は
「
企
業
秘
密
で

公
表
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
市

は
「
な
ぜ
技
術
破
綻
し
た
の
か
」
を
確

認
し
公
開
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答

８
月
の
議
員
協
議
会
で
企
業
側
か

ら
の
説
明
で
は
原
因
を
調
査
中
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
新
た
な

報
告
は
な
い
。

企
業
側
か
ら
の
報
告
な
ど
を
得
て
情

報
を
整
理
し
て
公
表
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
へ
の
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
の
検
証
は

佐
藤

秀
靖

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

「公募型プロポーザル」募集要領抜粋

一
般
質
問
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市
民
説
明
や
情
報
提
供
、
情
報
公
開
に

つ
い
て

問

本
市
に
は
、
情
報
共
有
と
市
民
参

加
の
ル
ー
ル
条
例
が
あ
る
。
事
業
の
進

捗
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
や
情
報

提
供
、
情
報
公
開
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
予
定
か
伺
う
。

答

今
後
、
ふ
ら
の
環
境
展
に
お
い
て
、

空
調
設
備
の
設
置
や
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
仕
組
み
等
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

設
置
場
所
の
候
補
地
選
定
の
考
え
方
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
と
共
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等
を
通
じ

て
広
く
情
報
提
供
し
て
い
く
。
市
民
説

明
会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
10
月

下
旬
か
ら
11
月
下
旬
頃
に
、
全
て
の
市

民
を
対
象
に
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

新
技
術
に
よ
る
代
替
案
に
関
す
る
事
業

の
見
通
し
に
つ
い
て

問

具
体
的
な
契
約
変
更
の
時
期
と
、

安
全
基
準
の
判
断
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

現
在
、
覚
書
に
よ
り
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
時
期
を
令
和
８
年

12
月
ま
で
延
長
し
、
事
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
、
電
力
供
給
の
確
定

を
も
っ
て
、「
減
額
後
の
金
額
」、「
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
場
所
」

を
変
更
す
る
契
約
を
交
わ
す
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
整
備
が
整
い
、
電
力
が
供

給
さ
れ
て
か
ら
に
な
る
。
ま
た
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
運
転
に
伴
い
排

出
物
が
生
じ
た
場
合
の
安
全
基
準
等
に

つ
い
て
は
「
水
質
汚
濁
防
止
法
」
な
ど

各
関
係
法
令
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、

法
定
基
準
に
基
づ
き
確
認
・
判
断
し
て

い
く
。
本
市
に
導
入
さ
れ
る
新
技
術
に

関
し
て
は
、
事
業
者
側
に
お
い
て
第
三

者
に
よ
る
検
証
も
行
わ
れ
る
。
本
市
独

自
の
安
全
性
に
関
す
る
基
準
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

に
つ
い
て
丁
寧
な
市
民
説
明
を

松
下　

寿
美
枝

〔
市
民
連
合
議
員
会
〕

地
域
で
安
心
し
て
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

整
備
に
つ
い
て

問

公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況

及
び
管
理
の
体
制
と
市
職
員
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
の
受
講
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

富
良
野
市
複
合
庁
舎
、
富
良
野
市

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
内
小
中
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
を
含
め
25
施
設
に
リ
ー
ス

契
約
で
整
備
し
て
お
り
、
各
施
設
の
管

理
者
な
ど
が
機
器
の
状
態
を
定
期
的
に

確
認
し
、
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
リ
ー

ス
会
社
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
要
請
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
職
員
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
受
講
状
況

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
当
時
は
各
施
設
で
講

習
会
を
実
施
し
た
が
、
受
講
か
ら
一
定

の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
複
合
庁
舎
の
避
難
訓
練
な
ど
の

際
に
職
員
向
け
の
講
習
会
を
行
う
。

問

地
域
会
館
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
会
館
の
数
と
管
理
方
法
及
び

費
用
負
担
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
地
域
会
館

な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
数

は
３
ヵ
所
あ
り
、
そ
の
設
置
や
維
持
管

理
は
施
設
の
指
定
管
理
者
が
実
施
し
て

い
る
。
費
用
負
担
は
、
購
入
さ
れ
て
い

る
も
の
が
１
件
、
リ
ー
ス
契
約
が
２
件

と
な
っ
て
お
り
、
消
耗
品
費
や
リ
ー
ス

料
は
維
持
管
理
経
費
に
計
上
さ
れ
、
指

定
管
理
料
の
算
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

問

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
学
校
開
放
を
利

用
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

学
校
開
放
事
業
は
窓
口
業
務
を
非

営
利
活
動
法
人
ふ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会

に
委
託
し
て
お
り
、
利
用
者
等
か
ら
の

希
望
に
応
じ
、
随
時
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
２
〜
３

台
貸
し
出
し
用
に
確
保
し
て
い
る
。

<

そ
の
他
の
質
問>

・
富
良
野
市
教
育
環
境
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て複合庁舎のＡＥＤは１階ロビーにあります

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
使
え

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
整
備
を

橋
詰　

亜
咲
美

〔
市
民
連
合
議
員
会
〕

ふらの環境展で展示された紹介パネル

一
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問
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る　

こ
れ
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答

寄
附
者
と
の
関
係
性
構
築
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
広
告
で
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
、
首
都

圏
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
来
場
さ
れ
た
寄
附
者
に
直
接
感

謝
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
寄
附
を

リ
ピ
ー
ト
頂
け
る
よ
う
、
本
市
の
特
産

品
や
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
る
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る　

目
的
基
金
の
新
設
の
考
え
で
は
、
使
途

の
明
確
化
に
よ
る
自
治
体
へ
の
信
頼
向

上
と
間
接
的
な
地
域
課
題
解
決
に
向
け

た
寄
付
者
の
参
加
意
識
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答

現
在
富
良
野
市
で
は
、
５
項
目
の

設
定
と
な
っ
て
い
る
が
富
良
野
市
第
６

次
総
合
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ

て
再
設
定
し
た
も
の
で
、
見
直
し
後
、

時
間
経
過
が
間
も
な
い
事
か
ら
状
況
を

見
な
が
ら
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

問

今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
体
験

型
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

増
加
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答

富
良
野
に
来
て
頂
い
て
体
験
型
ふ

る
さ
と
納
税
を
さ
れ
る
こ
と
は
宿
泊
や

飲
食
を
し
て
頂
く
こ
と
で
二
次
的
な
効

果
に
繋
が
る
た
め
、
一
層
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
強
化
し
更
な
る
ア
ピ
ー

ル
に
努
め
て
い
く
。

問

寄
付
額
増
加
に
向
け
た
今
後
の
取

組
で
は
、
返
礼
品
１
位
が
農
産
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
持
続
的
な
魅
力
あ
る
基

幹
産
業
を
維
持
す
る
事
が
協
力
事
業
者

で
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
い
て
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

に
つ
い
て
伺
う
。

答

基
幹
産
業
を
支
え
る
こ
と
は
、
富

良
野
市
全
般
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
有
無
と

言
う
考
え
で
は
な
く
、
必
要
な
事
業
は

富
良
野
市
全
般
の
事
業
対
策
と
し
て
行

う
考
え
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

つ
い
て

坂
口　

邦
夫

〔
富
良
野
ク
ラ
ブ
〕

東
５
条
３
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
に
つ
い
て

問

東
５
条
３
丁
目
地
区
の
市
街
地
再

開
発
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

本
年
、
５
月
21
日
に
「
富
良
野
都

市
計
画
東
５
条
３
丁
目
街
区
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
と
し
て
都
市

計
画
決
定
し
、
都
市
再
開
発
法
の
規
定

に
基
づ
く
申
請
に
よ
り
、
北
海
道
知
事

の
認
可
を
９
月
10
日
に
受
け
た
。
施
行

認
可
に
よ
り
、
事
業
主
体
・
施
行
者
を

「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
に

よ
る
再
開
発
事
業
と
し
て
推
進
す
る
が
、

公
共
性
の
高
い
都
市
計
画
と
し
て
、
公

民
連
携
で
事
業
推
進
す
る
。
本
年
12
月

に
権
利
変
換
計
画
の
申
請
を
行
い
、
年

度
内
に
許
可
を
得
て
令
和
８
年
度
、
既

存
建
物
を
除
却
解
体
し
、
新
た
に
建
築
、

工
事
工
程
に
入
る
。
事
業
期
間
は
、
令

和
11
年
３
月
ま
で
と
し
て
い
る
。

問

こ
の
地
区
の
緑
化
保
全
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

答

事
業
地
区
内
に
お
け
る
植
栽
は
、

施
行
者
に
よ
り
勘
案
さ
れ
る
。

問

国
土
交
通
省
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
「
居
心
地
が
良
く

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
と
あ
る
。

緑
化
は
市
と
事
業
者
が
連
携
し
て
行
う

べ
き
で
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

答

事
業
者
と
密
に
連
携
し
て
行
う
。

共
有
ス
ペ
ー
ス
の
広
場
は
目
的
を
優
先

し
な
が
ら
緑
化
を
考
え
る
。

問

東
５
条
通
で
の
今
後
の
市
街
地
整

備
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答

Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
方
面
の
区
域
は
、

市
街
地
の
更
新
が
必
要
と
位
置
付
け
て

い
る
が
、
具
体
化
に
至
っ
て
い
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
旧
北
海
道
富
良
野
高
等
学
校
跡
地
に

つ
い
て

・
市
職
員
の
兼
業
に
つ
い
て

・
看
護
専
門
学
校
入
学
生
の
確
保
に
つ

い
て

来年度からの工事が予定される東５条３丁目

東
５
条
３
丁
目
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
は

宮
田　

均

〔
無
会
派
〕

富良野市ふるさと納税　広告

一
般
質
問
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防
災
・
減
災
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

問

日
常
時
と
非
常
時
、
ど
ち
ら
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
概
念
が
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
防
災
の
枠
を

超
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
自
治
体
で

も
注
目
さ
れ
て
い
る
取
組
を
防
災
対
策

に
取
り
入
れ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
広
域

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
公
園
等
の
改

修
時
に
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
の
周

知
や
商
品
を
見
て
手
に
取
っ
て
も
ら
う

機
会
を
創
出
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答

出
前
講
座
や
防
災
訓
練
な
ど
を
通

じ
て
防
災
備
蓄
品
や
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

商
品
を
展
示
し
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問

健
康
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
防
災
力
を
ア
ッ
プ
す
る
防
災
さ
ん
ぽ

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答

災
害
発
生
時
に
備
え
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
点
検
、
避
難
場
所
や
防
災
設
備
、

危
険
箇
所
を
散
歩
し
な
が
ら
事
前
に
確

認
す
る
こ
と
で
個
人
の
防
災
力
を
高
め

る
と
共
に
、
災
害
時
に
慌
て
ず
安
全
に

避
難
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
取
組
で
あ

る
こ
と
か
ら
出
前
講
座
や
防
災
訓
練
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

問

家
族
や
友
人
等
と
見
に
来
る
こ
と

が
多
い
富
良
野
文
化
会
館
サ
ン
エ
ー

ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
、
も
し

も
の
時
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答

サ
ン
エ
ー
ホ
ー
ル
や
文
化
会
館
会

議
室
の
利
用
者
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
や
関
係
団
体
と
調
整
が
つ

い
た
際
、
複
合
庁
舎
の
消
防
訓
練
と
し

て
、
連
携
・
協
力
し
て
の
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。

<

そ
の
他
の
質
問>

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

一
部
助
成
に
つ
い
て

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
防
災
の

推
進
な
ど
に
つ
い
て

大
栗

民
江

〔
無
会
派
〕

身
寄
り
が
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

本
市
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の

課
題
認
識
と
対
応
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答

成
年
後
見
制
度
の
利
用
件
数
が
昨

年
９
月
で
63
件
あ
り
、
今
後
、
高
齢
化

が
進
む
中
、
増
加
傾
向
に
あ
る
単
身
世

帯
や
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
に
対
す

る
後
見
人
等
と
し
て
、
親
族
以
外
の
受

け
皿
と
な
る
後
見
人
の
確
保
が
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会

が
担
っ
て
い
る
「
法
人
後
見
」
の
受
任

件
数
も
令
和
２
年
度
13
件
に
対
し
、
令

和
６
年
度
は
20
件
と
増
加
傾
向
で
あ
る
。

今
後
、
国
が
検
討
し
て
い
る
成
年
後

見
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
含
め
、
受
け

皿
と
な
る
専
門
職
後
見
人
等
と
連
携
し
、

必
要
な
後
見
人
の
体
制
確
保
に
努
め
る
。

問

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
、
各
関

係
機
関
の
支
援
の
指
針
と
な
り
、
権
利

擁
護
の
「
見
え
る
化
」
と
「
標
準
化
」

が
進
む
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答

権
利
擁
護
支
援
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
身
寄
り
の

な
い
人
自
身
の
「
つ
な
が
り
作
り
」
や

「
備
え
」
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
本
人
、
地

域
住
民
、
支
援
者
、
事
業
者
、
行
政
等

が
チ
ー
ム
と
な
り
、
対
応
す
る
た
め
に

有
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
行

事
例
等
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手
確
保
に

つ
い
て

問

民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
活
動
費
用
が
挙

げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
近
年
の
物
価
高

騰
の
影
響
も
鑑
み
て
、
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答

民
生
委
員
児
童
委
員
は
無
報
酬
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
社
会
事
務
嘱
託
員

を
委
嘱
し
、
月
額
６
千
５
百
円
の
報
酬

を
支
払
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の
物
価
高

騰
に
伴
う
活
動
諸
費
用
の
増
加
を
鑑
み
、

見
直
し
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。地域連携ネットワークのイメージ図

（厚生労働省参考資料）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

大
西

三
奈
子

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

令和7年度防災訓練の避難所運営

一
般
質
問
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常任委員会報告

　常任委員会は、基本的には市役所組織の部署別または事項別に所管を持ち、その所管に関する事務

について、本会議から付託された議案等を審査し、自主的に調査する権限があります。（地方自治法

第 109 条第 2項）

　富良野市議会は、委員会条例により、次の３つの常任委員会があります。

・総務文教委員会（総務部、会計室、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会の所管に

関する事項並びに他の委員会の所管に属しない事項）

・市民福祉委員会（市民生活部、保健福祉部、看護専門学校の所管に関する事項）

・経済建設委員会（経済部、ぶどう果樹研究所、建設水道部、農業委員会の所管に関する事項）

　第３回定例会では、各委員会で許可を得ている事務調査の報告を行いましたので、お知らせいたし

ます。

市民福祉委員会【最終報告】

＜調査テーマ＞

「ふれあいセンターの利用の検証と

今後の在り方について」

＜調査期間＞　

令和７年６月から令和７年９月まで

＜この調査を選んだ理由＞

　建設から40 年以上経過し建物の老朽化が進んでい

ますが、運転免許証の更新時講習会場となったことも

あり利用者が増えていることから、利用の検証と今後

の在り方を調査することとしました。

＜調査内容や確認できたこと＞

　建物の現状や利用状況を現地調査しましたが、利用

増に伴い、駐車スペースの不足が顕在化していること

や、空調設備（エアコン）の整備も喫緊の課題である

ことなどが確認できました。

＜提言した内容＞

１．ふれあいセンターは老人福祉施設・勤労者施設共

に建設から40 年以上経過し大規模改修が必要となる

時期となっていることから、長期的な視点にたった修

繕計画等を策定する必要がある。

　また、利用者の利便性を考慮した駐車場及び空調設

備の整備が必要である。

２．富良野市内に居住又は働く勤労者と高齢者の福

祉の増進を図ることを目的に、外国人材をはじめとし

た多文化共生のための講座の開催や、外国人や子ども

達と高齢者との交流により、遊びや文化、習慣を教え

る仕組みづくりなど、新たな取組に挑戦して利用促進

に繋げるべきである。

３．本施設は高齢者が多く利用する施設であることか

ら、栄養指導室を活用した高齢者向けの栄養料理教

室や栄養教養講座の開催等を通じて、高齢者の福祉

増進及び介護予防に資する取組を強化するなど、健康

増進の一端を担う施設として積極的な利活用に取り組

むべきである。

全文は

こちらから

委
員
会
報
告
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総務文教委員会【中間報告】

＜調査テーマ＞

「ＤＸの推進について」

＜調査期間＞　

令和７年６月から令和７年９月までであるが、継続して

調査します。

＜この調査を選んだ理由＞

　ＡＩオンデマンド交通「ふらのり」や社会におけるデ

ジタル化に対する市民の声を聞く機会が増え、昨年度

の議会報告会やまちづくりトークでもご意見をいただき

ました。そこで、ＤＸの推進が市民の暮らしにどのよう

な効果をもたらしているのか、地域課題の解決や行政

事務の効率化に向けて調査を行うこととしました。

＜調査内容や確認できたこと＞

　人口減少や少子高齢化社会におけるＤＸの推進にあ

たり、地域課題の解決に向けて庁内の各部局横断的

な取組が実現するようデジタル人材の育成が重要であ

ることを理解しました。

＜継続して調査に取り組む内容＞

　市民の利便性向上に向けたスマートシティを目指す

ため、暮らしのデジタル化とデバイド対策（情報通信

技術の格差）、行政事務の効率化などについて調査を

深めます。

経済建設委員会【中間報告】

＜調査テーマ＞

「道路の維持管理について」

＜調査期間＞　

令和７年６月から令和７年９月までであるが、継続して

調査します。

＜この調査を選んだ理由＞

　本市の市道における整備状況、安全対策、防災対

策を踏まえた維持管理状況を確認しておく必要性を鑑

み調査を行うこととしました。

＜調査内容や確認できたこと＞

　市道の改良や舗装の整備率、橋梁長寿命化修繕計

画や交通バリアフリー基本構想、交通バリアフリー特

定事業計画の確認を行い、また、市内学校の通学路

をはじめ、バリアフリー路線など、市内全９箇所を視

察し、取組状況を確認しました。学校通学路における

大型車両の通行増加により、看板設置や歩車分離な

ど対応の必要性を感じているところです。

＜継続して調査に取り組む内容＞

　通学路などの危険箇所の安全確保、防災対応を見

据えた道路整備や地域要望、地域ニーズを重視した維

持管理を行う必要性について調査を進めます。

この画像は、「農とスノーをシティプロモーションとし

ている北海道富良野市の画像に、デジタルを活用して

健康で幸せを実感している市民の方々の笑顔とスマー

トシティのイラストを作成して！」と入力し、生成Ａ

Ｉが作成したものです。

可動型ハンプ設置箇所の市内視察

委
員
会
報
告
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国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備

等
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
は
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
大
地
と
海
に
育

ま
れ
た
豊
富
で
新
鮮
な
食
を
強
み
に
、

北
海
道
な
ら
で
は
の
独
自
性
や
優
位
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
活
力

あ
る
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
社
会
資
本
整
備
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災

害
や
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨

大
地
震
等
の
リ
ス
ク
増
大
の
ほ
か
、
今

後
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
橋
梁
な

ど
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
北
海
道
の
強
み
で
あ
る

「
食
」
や
「
観
光
」
に
関
連
す
る
地
域
（
生

産
空
間
）
が
持
つ
潜
在
力
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
よ
う
、
平
常
時
・
災
害
時
を

問
わ
な
い
北
海
道
を
支
え
る
基
盤
の
確

立
に
向
け
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
方
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
地
方
の
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
防
災
・
減
災
・

国
土
強
靱
化
に
必
要
な
予
算
を
安
定
的

か
つ
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
国
に
お
い
て
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
求
め
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負

担
率
1/2
へ
の
復
元
な
ど
教
育
予
算
拡
充

と
ゆ
た
か
な
学
び
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教

職
員
の
給
与
の
一
部
を
国
が
負
担
す
る

制
度
で
あ
る
。
教
育
の
機
会
均
等
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
国
の
責
任
に
お
い

て
本
制
度
を
堅
持
し
、
国
の
負
担
率
を

1/2
へ
と
復
元
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
教
職
員
定
数
を
抜
本
的
に
改
善

す
る
こ
と
に
よ
る
少
人
数
学
級
の
実
現

と
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消
は
不

可
欠
で
あ
り
、
早
急
に
「
30
人
以
下
学

級
」
を
実
現
し
、
実
質
的
な
教
職
員
増

と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
現
場
で
は
、
私
費
負
担
が
減
少

せ
ず
、
地
方
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
も

自
治
体
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
、
就
学

援
助
制
度
・
奨
学
金
制
度
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
習

指
導
要
領
の
内
容
精
選
及
び
標
準
授
業

時
数
精
選
を
図
り
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
早
期
改
善
を
は

か
る
必
要
が
あ
り
、
国
に
お
い
て
義
務

教
育
費
無
償
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
、
当
面
負
担
率
1/2
へ
の
復

元
、
早
急
に
実
効
性
の
あ
る
教
職
員
の

超
勤
・
多
忙
化
解
消
、
30
人
以
下
学
級

の
実
現
な
ど
、
教
育
予
算
の
確
保
・
拡

充
、
就
学
保
障
の
充
実
を
要
請
す
る
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
抜
粋
）
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
は
２
件
で
す
。

意
見
書
は
可
決
後
、
直
ち
に
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

議会とまちづくりトークしませんか！

　富良野市議会では本市のまちづくりについて市民の

皆さまと議員が自由に意見交換及び情報交換する場と

して「議会とまちづくりトーク」の申込みを受付して

います。

　議会のことや市政に関すること又は議員と話してみ

たいことなどテーマを決めて申込み下さい。

　議会とまちづくりトークの申込みは、２名以上のグ

ループ・各種団体で可能です。

　議会で開催の可否を決定した後に申込者にご連絡い

たします。

　まちづくりトークは意見交換・情報交換を目的にし

ていることから、何らかの決定や実現を確約するもの

ではありません。

　開催時間は 90 分程度としています。

　詳しくは議会HPでご確認ください。

次世代エネルギー設備に
関する説明を受けました

　市街地４小中学校の空調設備に使用することとし

ている次世代エネルギー（発電）設備に関する説明

を８月５日の議員協議会で教育委員会と事業を担う

㈱フソウ・エナジー社の角尚宣社長より概要などの

説明を受けました。

　本年６月から稼働させる予定でありました次世代

エネルギー設備について、発電効率に課題があると

して延期を決め、当初計画とは異なる設備を来年

12 月までに導入することとなりました。

　教育委員会より、学校の空調設備・学習環境整備

と同時に、脱炭素化に資する事業目的を持って実現

に向けた対応策が必要である旨、話しがあり、当初

から変更となっている発電設備について、技術的な

ことを含めた今後の概要について角社長から説明を

受けました。

　議員より発電に必要な原料、技術の検証、設備を

設置する場所や規模、市民説明の時期の確認があり

実証実験の結果や設置場所の動向が明らかになり次

第、適時説明を行うとされました。

議会HPは

こちらから

意
見
書
等



令和７年度議会報告会開催のお知らせ令和７年度議会報告会開催のお知らせ

議会報告会では各会場で寄せられたご意見・ご提案は下記の通りの過程を経て総括報告書として

まとめ、議会HPで公開します。また、地域の連合町内会長にもお届けします。

報告会では議会側から３０分程度で活動報告などを行い、

その後は１時間程度の時間をご参加いただいた皆さんとの意

見交換の時間とします。

各地域で出されたご意見・ご提案は担当班で内容を精査・

確認して常任委員会別に振り分けます。

常任委員会では振り分けられたご意見・ご提案を精査・分

析して委員会としての「まとめ」を行い、総括報告書で報告

します。

各班の正副班長からなる役員会で精査・確認したあとに、

全議員参加の全体会で最終確認して議会内での情報の共有

を図ります。

総括報告書として議会HPなどで公表。

１１月７日以降、市内全地域１５会場で議会報告会を開催いたします。

各地域での開催日程などは別途ご案内いたします。

お近くの会場又はご都合の良い会場でご参加いただけます。

今年も富良野高等学校書道部の皆さまに題字を作成していただきました。

題字作成　書道部部長　田村こころさん（２年生）

議会HPはこちらから

～田村さんのコメント～

議会報告会は今回初めて知りました。

多くの方に題字を見て欲しいです。

皆さまのご意見をお聞かせください！皆さまのご意見をお聞かせください！

各地域での報告会

担当班での精査・確認

常任委員会での精査・分析

総括報告書を公開

皆さまからお預かりしたご意見・ご提案は常任委員会での調査のほか、各議員の

市政に関する一般質問などにより議会活動に反映されています。

報告会役員会・全体会
での確認
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８月

１日・市民福祉委員会

５日・議会運営委員会

　　・議員協議会

　　・経済建設委員会

６日・総務文教委員会

７日・市民福祉委員会

20日・総務文教委員会

21日・経済建設委員会

26日・市民福祉委員会

27日～28日

　　・全国市議会議長会研究フォー

ラムin札幌

９月

２日・第３回定例会告示

４日・議会運営委員会

９日・第３回定例会（第１日）

　　・令和６年度決算審査特別委員会

　　・議員協議会

　　・代表者会議

　　・議会広報特別委員会

　　・経済建設委員会

17日・議会運営委員会

　　・第３回定例会（第２日）

　　・総務文教委員会

18日・第３回定例会（第３日）

　　・議会運営委員会

24日・第３回定例会（第４日）

　　・令和６年度決算審査特別委員

会

　　・議員協議会

　　・代表者会議

　　・総務文教委員会

　　・経済建設委員会

30日・議会広報特別委員会

10月

２日・広域連合議会第２回定例会告

示

６日・総務文教委員会

９日・広域連合議会第２回定例会

10日・市民福祉委員会

　　・議会広報特別委員会

14日・北海道市議会議長会道北支部

　　　議長会

16日・議会運営委員会

17日・市民福祉委員会

20日～21日

　　・総務文教委員会都市事例調査

22日・議会広報特別委員会

23日・全国市議会議長会基地協議会

　　　北海道部会定期総会

27日・富良野沿線市町村議会議長会

29日・総務文教委員会

29日～30日

　　・経済建設委員会都市事例調査

　　・全国市議会議長会基地協議会

　　　理事会

31日・令和６年度決算審査特別委員

会（審査１日目）

議会日誌　～８月から10月までの議会関係の開催状況をお知らせします～

次回定例会（令和7年12月）のご案内

次回定例会の開会予定です。開会は通常10時となっています。

日 月 火 水 木 金 土
30 12/1 2 3 4 5 6

本会議
7 8 9 10 11 12 13
予備日 一般質問 一般質問 本会議

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/1 2 3

議会日程は変更になる場合があります。

編
集
後
記

議　　長

発行責任者

渋谷　正文

議会広報特別委員会

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

松下寿美枝

家入　　茂

橋詰亜咲美

坂口　邦夫

佐藤　秀靖

大西三奈子

▼
富
良
野
市
と
西
脇
市
は
、
昭
和
53
年
に
友
好
都
市
親

善
協
定
を
提
携
、
今
年
で
半
世
紀
余
り
が
経
過
し
、
合

併
後
の
新
「
西
脇
市
」
が
誕
生
し
て
か
ら
20
周
年
を
迎

え
る
事
と
な
り
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
、
ヘ
ソ
の
取
り
持
つ
縁
で
両
市
と
の
間
で
、

周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
、
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー
、
へ

そ
祭
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
同
士

の
様
々
な
親
善
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

▼
10
月
に
挙
行
さ
れ
た
「
西
脇
市
」
市
制
20
周
年
記
念

式
典
に
は
議
員
団
が
訪
問
し
ま

し
た
。
両
市
と
の
相
互
交
流
の

更
な
る
発
展
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

▼
市
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の

様
々
な
活
動
を
知
る
媒
体
で
も

あ
り
ま
す
。
情
報
を
早
く
的
確

に
分
か
り
や
す
く
を
念
頭
に
、

一
層
の
視
覚
効
果
に
よ
る
市
民

の
皆
様
に
手
に
取
っ
て
喜
ば
れ

る
様
な
、
そ
ん
な
紙
面
作
り
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
副
委
員
長

家
入
茂
）

広報紙に対するご意見、ご感想をお寄せください。

富良野市議会「議会広報特別委員会」では、より良い富良野市議会だより「フ

ラノギカイ」にするため、広報紙に対するご意見、ご感想を御寄せいただける

よう、Googleフォームで読者のお声を伺います。

記事の内容、文章や用語・用字、レイアウトなど、紙面に関するものであれ

ばどんなことでもよろしいので、ご意見をお待ちしています。

「フラノギカイ」に対する「ご意見」を伺います！

あなたの

お　    かせください聞
声

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



第20回全国市議会議長会研究フォーラム第20回全国市議会議長会研究フォーラム
　今年の全国市議会議長会研究フォーラムは 8 月
27 日・28 日に札幌文化芸術劇場　ｈｉｔａｒｕで
の開催となりました。
　「地方議会議員のなり手不足」がテーマとなり、
基調講演は、元衆議院議長の伊吹文明氏で「主権
を預かる誇りと責任」でした。
　「議員は主権を預かる誇りと責任を持ち、市民の意見を市長にぶつけ説得できる存在で
あるべき」と話されました。
　パネルディスカッションは、地方議員のなり手不足の問題について。課題討議は、なり
手不足問題の取組の報告でした。
　待遇や生活不安だけでなく、議員自身の特権意識や情報発信不足が市民の無関心を招
いている点が指摘され、情報共有が共感と共創に繋がり、若者や女性が参画しやすい環
境整備、主権者教育の必要性も強調されました。議員自身の資質向上と、市民が議会を
身近に感じられる改革の重要性を再認識しました。

兵庫県西脇市制20周年記念式典兵庫県西脇市制20周年記念式典
　富良野市と友好都市である兵庫県西脇市の市政
20 周年式典が行われ、10 月 3 日～ 5 日の日程で
有志議員団として議長・副議長を含む 12 名が参加
しました。西脇市への表敬訪問では片山市長、高
瀬議長をはじめ、たくさんの市議や職員の方にお迎
えをいただきました。

　記念式典は、ピアノとヴァイオリンの素敵な生演奏のお出迎えがあり、開始前にはスクリー
ンに20 年間の歩みがスライドショーで映され、その中には、富良野市の「へそ祭り」に西
脇市の皆さんが参加されているシーンも。
　式典のオープニングは西脇高校生による播州織の
ファッションショーで華やかにスタート。その後は
市政功労賞、善行、まちづくり・地域活動などの
表彰と、教育文化功労、民生功労、産業経済など
に貢献された方々への感謝状の授与が行われまし
た。
　式典後は我々議員団も西脇市議会の皆さんと情報交換をする機会も設けていただき、
議員同士の絆も深まりました。

お忙しい中対応していただいた西脇市の皆様ありがとうございました。

ここんんににちちはは議会の
　中から 
議会の
　中から 
議会の
　中から 
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